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１０ 月 教 育 委 員 会 会 議 会 議 録 

 

          日時：令和５年１０月１８日（水）  午後１時３０分 

          場所：山口県教育庁教育委員会室                  （公開） 

 

教  育  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 委 員 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

教育政策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 それでは、ただいまより令和５年１０月の教育委員会会議を開催い

たします。 

 最初に本日の署名委員の指名を行います。小崎委員と藤田委員、よ

ろしくお願いします。 

 それでは、本日の議題の審議に入る前に、審議の公開の可否につい

て決定したいと思います。本日の議題のうち、議案第２号、議案第３

号、報告事項８は、教育行政の公正又は円滑な運営に支障を生じるお

それがあることから、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

１４条第７項」の規定に基づき、非公開とすることが望ましいと考え

ますが、いかがでしょうか。 

 

承 認 

 

 それでは、議案第２号、議案第３号、報告事項８については非公開

で審議することといたします。 

 

それでは、議案の審議に入ります。 

 議案第１号について、教育政策課から説明をお願いします。 

 

議案第１号「山口県教育振興基本計画の策定」について御説明いた

します。新たな山口県教育振興基本計画につきましては、９月の教育

委員会会議で御協議いただいたところですが、本日は「最終案」の概

要版を資料①の２ページ以降、計画本文を議案第１号別冊資料でお示

しをしております。概要版、計画本文ともに、９月の教育委員会会議

から記載内容の大きな変更はございませんが、計画本文の方でレイア

ウト等を変更しております。議案第１号別冊資料の３５ページを御覧

ください。 

全体のレイアウトやフォント等を調整するとともに、各施策に関連

する写真をこのページ以降に追加しています。前計画の写真掲載は、

２０点程度でしたが、本計画では８０点以上掲載し、効果的に内容が

伝わるよう努めたところです。また、３９ページにあるような用語解

説についても前計画の６２か所から１１９か所に増加させるなど、で

きるだけ分かりやすいつくりに努めたところです。 

本日、御審議の結果、内容が決定された後には、計画及び先月の会

議で御報告済みのパブリック・コメントの実施結果を、記者配布や県

教委ホームページにおいて改めて公表することとしております。また

当計画は、今後冊子を作成し、来月末には市町教委や学校、関係機関

等に配布し、幅広い周知に努めることとしております。 

 なお、従来から御案内しております子ども向けリーフレットにつき

ましても現在作成を進めており、１２月中旬を目途に配布予定です。 

説明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 
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教  育  長 

 

 

佐 野 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 崎 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育政策課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和 泉 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 ただいま教育政策課から議案第１号について説明がありましたが、

意見、質問はありますか。 

 

写真とか情報の説明とかを増やしていただいて分かりやすくまとま

っているように思います。読ませていただいて、山口県の教育の内容

について、こういう事あったなっていうのが理解できる感じがいたし

ました。私自身、教育委員になるまで学校のことや子どもたちのこと

についてイメージが違っていたり、意外と把握されてなかったところ

や気が付いてないところ、そういうのがありました。そういうのを広

く見ていただくことで、内容をブラッシュアップしていただいて子ど

もたちの状況把握に活用していただいたらいいなと思いますし、子ど

もたち向けのリーフレットも作成されるということなので、そちらの

方も、「山口県の子どもはこうなんですよ。」というのを自分自身で

知ってもらうというのも大切じゃないかなと思いますので、ぜひ発表

していただけるように配布をお願いしたいと思います。 

 

私も前回より写真も増えていますし、更にパワーアップしたように

見えました。今回の施策の中に、コミュニティ・スクールの協働体制

を生かした取組と、ＩＣＴ環境を生かした取組が新たに付け加えられ

てあるのですが、ふだんコミスクに携わる者として文字として挙げて

くださったことで、学校運営協議会としてはこういうことができると

か、この施策の中ではこういうふうに関わっているんだなっていうの

を改めて学ばせていただいたので、本当にありがとうございました。

また、教職員の資質能力の向上のところで、こういう言葉をこうやっ

てほしいっていう意見を、ちゃんと反映していただいてありがとうご

ざいます。すばらしいものができているので、ぜひ今後は周知の方に

力を入れていただきたいと思います。 

 

 ありがとうございます。今のコミュニティ・スクールの連携・協働

体制を生かすという事と、ＩＣＴ環境を生かすという事は、今回、計

画を策定するに当たって、大きな二つの重要な視点ということで設定

したものです。施策展開をする際には、どの施策についても今のよう

な視点を生かせないかと、そうすれば施策の効果が更に上げられるの

ではないかといった視点をもちながら、工夫しながら施策を展開して

いきたいと思っております。大事なのはこの計画の内容をしっかり県

民の方々に知っていただくことと思いますので、委員さんも先程おっ

しゃっていただいたように内容をいかに伝えていくのかというのはし

っかりやっていこうと思っております。 

 

これから５か年の基本計画ということで、大変意欲的な取組が数多

く、すばらしいものをまとめていただいたと思っております。これま

での話にありましたように市町教育委員会の皆様をはじめ、現場の先

生方一人ひとり、子どもたちについても共通理解していけたらと思い

ます。最終目標が２０２７年度と最後に挙げられておられますが、途

中経過等も随時チェックしながら目標を達成できるようお願いしま

す。 
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木 阪 委 員 

 

 

 

 

教育政策課長 

 

 

 

 

 

教  育  長 

 

全 委 員 

 

教  育  長 

 

 

高校教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教  育  長 

 

 

 

 

全 委 員 

 

教  育  長 

 

 

 

皆様方がおっしゃったとおり、非常に読みやすく、文字の書体、ポ

イント、行間どれも読みやすい内容になっています。前回も質問が出

たかどうか分からないんですが、各項目の丸印や三角の矢印がありま

すけれど、これの説明がどこかにありますか。 

 

それは前回説明しておりません。今後の方向性やこれまでの取組に

ついて、それぞれの説明内容が丸印の所にあります。また主な取組の

中で、四角が主な取組のメインになっていて、その説明、具体的な例

として矢印で描いているということですが、そのものの説明は書いて

おりません。 

 

 議案第１号について、承認することとしてよろしいですか。 

 

 承 認 

 

議案第１号を承認いたします。 

続いて議案第４号について、高校教育課から説明をお願いします。 

 

 議案第４号「山口県立高等学校等の管理に関する規則」の一部を改

正する規則の制定についてお諮りします。今回の改正は、７月に公表

しました各高校等の入学定員に係る規則の改正が主な内容です。資料

①の１４ページからとなりますが、２０ページに改正の概要を参考資

料としてお示ししておりますので御覧ください。 

 まず、「１ 改正の趣旨」についてですが、（１）にありますよう

に、令和６年度の山口県公立高等学校の入学定員の策定等に伴い、所

要の改正を行うこと、（２）にありますように、令和６年度の山口県

立特別支援学校高等部の入学定員の策定等に伴い、所要の改正を行う

こと、これらによるものです。 

次に、「２ 改正の内容」についてですが、（１）にありますよう

に、規則にある別表の１のうち、下松工業高等学校等の入学定員の変

更に伴い、関係学校の第１学年生徒定員等を改めるとともに、（２）

にありますように、規則にある別表の４のうち、山口南総合支援学校

の入学定員の変更に伴い、第１学年生徒定員を改めるものです。 

 なお、「３ 施行期日」につきましては、令和６年４月１日として

います。以上、御審議をお願いいたします。 

 

 ただいま高校教育課から議案第４号について説明がありましたが、

意見、質問はありますか。 

 

 議案第４号について、承認することとしてよろしいですか。 

 

 承 認 

 

議案第４号を承認いたします。 

続いて議案第５号について、学校安全・体育課から説明をお願いし

ます。 
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学校安全・体育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教  育  長 

 

 

佐 野 委 員 

 

 

 

 

 

 

教  育  長 

 

全 委 員 

 

教  育  長 

 

 

 

教 職 員 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第５号「山口県新たな地域クラブ活動の在り方等に関する方

針」について御説明いたします。同じ資料の２１ページから概要を、

２３ページからは本文が載っています。 

本方針の最終案につきましては、９月の本会議で御審議いただき、

その後、９月県議会の文教警察委員会において報告を行ったところで

す。県議会からは、最終案に対して変更を要する意見等はありません

でしたが、学校部活動の教育的意義の継承・発展や市町への支援、新

たな地域クラブ活動に対する学校の関わり等について、質疑をいただ

くとともに、今後、市町や関係機関等と連携し、部活動の地域移行に

積極的に取り組んでほしいとの要望をいただきました。本日、改めて

最終案を御審議いただいた上で、今後成案について、ホームページ等

で公表するとともに、学校・保護者等への理解促進に向けて取組の方

向性や期待される効果など、本方針の考え方が広く行き渡るよう、リ

ーフレットの作成・配布やセミナー・会議等のあらゆる機会を通じた

周知・啓発を行うこととしています。今後とも、観光スポーツ文化部

と一体となって、各市町や関係団体等と緊密に連携しながら、本方針

に基づき、学校部活動の地域移行が更に加速されるよう、しっかりと

取り組んでまいりたいと考えています。 

 

 ただいま学校安全・体育課から議案第５号について説明がありまし

たが、意見、質問はありますか。 

 

 大きな部活動に関する変更という形で、これから動き出していろん

なことが分かってきたり、確認されていくんじゃないかなと思いま

す。それで、少子化による対応が必要な状況なので仕方がないのです

けれど、日本の部活動を通じた教育が世界的に注目されたこともあり

ますので、今回、地域と連携しながらも、やはり教育的な視点が忘れ

られないよう御指導の方お願いしたいと思います。 

 

 議案第５号について、承認することとしてよろしいですか。 

 

 承 認 

 

議案第５号を承認いたします。 

それでは、報告事項に入ります。報告事項１について、教職員課か

ら説明をお願いします。 

 

去る１０月３日に発表いたしました、令和６年度山口県公立学校教

員採用候補者選考試験の選考結果につきまして、御報告します。資料

①の４９ページになります。 

まず１－（１）の表を御覧ください。アの令和６年度採用と、下方

にイの令和７・８年度採用として今年度新設した教職チャレンジサポ

ート特別選考の結果をお示ししています。表の右上にありますように

２種類の括弧内は、昨年度の数と第二志願者を含む数をそれぞれ示し

ています。 

 それでは、アの令和６年度採用の表の一番下の「障害者を対象とし

た選考を含めた合計」の欄を御覧ください。令和６年度採用予定とな



- 5 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教  育  長 

 

 

 

佐 野 委 員 

 

 

 

 

教 職 員 課 長 

 

 

 

 

 

佐 野 委 員 

 

教 職 員 課 長 

 

 

 

 

 

 

教  育  長 

 

 

 

教 職 員 課 長 

 

 

 

 

る選考試験の志願者数は１，０６６人で、このうち６６３人が第二次

試験を受験し、４２２人を名簿登載予定者としたところです。左から

３列目②の第一次試験受験者８４７人に、第一次試験免除者１２６人

を加えた採用試験全体の受験者数９７３人を、名簿登載予定者４２２人

で割った最終倍率は、２．３倍となりました。イの令和７・８年度採

用となる教職チャレンジサポート特別選考においては５７人の志願が

あり、選考の結果６人を名簿登載予定者としたところです。 

 次に５０ページの（２）から（８）の表は、教職大学院修了見込者

特別選考、社会人特別選考ほか、各特別選考の状況を示しており、今

御説明した（１）の表の数値の内数となっています。また、５１ペー

ジの表では、中学校、高等学校、特別支援学校中学部及び高等部につ

いて、教科や科目ごとの名簿登載予定者数や倍率をお示ししておりま

す。以上でございます。 

 

 ただいま、教職員課から報告事項１について説明がありましたが、

意見、質問はありますか。 

 

 

以前から特別な選考が多い中でも、今回、教職チャレンジサポート

特別選考が今年から始まって、最初はやはり関心が高かったように思

っているのですけれども、実際に選考試験が行われましてどのような

印象をおもちになられましたでしょうか。 

 

ありがとうございます。御意見のとおり５７名の志願があったとい

うことで大変関心も高こうございました。志願者は県内外から、年齢

も経験も様々な方に受験いただきまして、こちらが意図しておりまし

た多様な人材の採用に向けて選考することができたと考えておりま

す。 

 

来年度も引き続き実施したいような雰囲気ですか。 

 

これは採用自体、教壇に立つのが令和７年、８年度ということにな

りますので、まだそれを見てからということにはなりますけれども、

その志願の状況や受験状況、選考の状況を見ればこちらの意図すると

ころは達成できていると思いますので、引き続いてこういった多様な

人材を採用していくような選考の工夫については考えていきたいと思

います。 

 

 それでは、報告事項１については、以上のとおりとします。 

続いて報告事項２について、引き続き、教職員課から説明をお願い

します。 

 

続いて、同じ資料の５２ページを御覧ください。来年度に実施する

令和７年度教員採用試験につきまして、大学３・４年生を対象とした

二つの制度を新たに導入することとし、先月発表しましたので御報告

いたします。 

まず、新制度１の「『教職専門』事前認定テストの導入」について
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教  育  長 

 

 

和 泉 委 員 

 

 

 

 

教 職 員 課 長 

 

 

 

 

和 泉 委 員 

 

教 職 員 課 長 

 

 

 

教  育  長 

 

 

 

教 職 員 課 長 

 

です。「（１）概要」ですが、図にありますとおり、このテストは、

来年度実施の採用試験において、教育心理や一般教養などを問う「教

職専門」試験の免除者を事前に認定するテストです。仮にこのテスト

で不合格となった場合でも、第一次試験が受験できなくなるわけでは

ありません。試験の一部を早期に受ける機会が増えたというものでご

ざいます。「（２）対象者・出願要件」ですが、小学校教諭を志望す

る者のうち、表のア、イのいずれかとします。右の「主な対象者」に

あるとおり、上段のアについては、現在の大学３年生を対象に早期に

進路決定を促すことを狙いとしています。下段のイについては、他の

自治体も含め、採用試験で不合格となった大学４年生を対象に、本県

の臨時的任用教員の確保にもつなげることを狙いとしております。 

「（３）実施日」は令和５年１２月１７日です。出願期間・方法等

の詳細は、資料５３ページから実施要項を載せておりますので、後ほ

ど御確認下さい。 

次に、新制度２の「大学推薦による特別選考の導入」についてで

す。この特別選考は、県が指定する大学からの推薦によるもので、来

年度の大学４年生が対象となります。「（３）その他」にありますと

おり、対象志願区分・推薦基準・試験内容等の詳細は、令和６年３月

中旬に公表する予定です。県教委といたしましては、以上２点の新制

度を導入し、今後も教員採用試験志願者の拡大や臨時的任用教員の確

保に努めてまいります。以上で報告を終わります。   

 

ただいま、教職員課から報告事項２について説明がありましたが、

意見、質問はありますか。 

 

こういった新しい制度を導入されて少しでも良い学生が山口県の教

員になっていければいいなと思います。お伺いしたいのが新制度１で

教職専門を前倒しで少しやるということですが、教職専門に限った理

由とか、他のことを検討されたのかなど教えてください。 

 

事前認定テストですけれども、これは文部科学省の事業で全国共通

問題を活用するということとしておりまして、その関係でこの教職専

門に限定をしたということです。また、小学校の志願を限定している

というのもその理由からです。 

 

これは他の県もやるのですか。同じ日に同時にするのですか。 

 

この１２月１７日も指定でございまして、今のところ我々が確認し

ている情報では、他県も数県これを使って実施するということでござ

います。 

 

 それでは、報告事項２については、以上のとおりとします。 

続いて報告事項３について、引き続き、教職員課から説明をお願い

します。 

 

 「令和６年度教職員人事異動方針」を、同じ資料５７ページのとお

り定めましたので、概要について御報告します。この人事異動方針は
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教 職 員 課 長 

 

教  育  長 

 

 

 

教 職 員 課 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度末の人事異動を行うに当たっての基本方針を示したものです。  

 まず、人事異動の基本的な考え方ですが、本県の教育目標である

「未来を拓くたくましい『やまぐちっ子』の育成」のためには、地域

とともにある学校づくりや特色ある学校づくりを推進し、社会総がか

りで教育力の向上を図ることが必要です。このため、教職員人材育成

基本方針に基づき、各学校において、教職員一人ひとりがそれぞれの

資質能力の向上を図り、専門性を発揮しながら、確かな学力の育成や

体力の向上、生徒指導の充実、キャリア教育の推進などの諸課題に組

織的かつ適切に対応できるよう、全県的な視野に立って、適材を適所

に配置していくこととしています。  

 次に、「記」以下について御説明いたします。１に示していますよ

うに、教職員全体について、専門性や教職員構成等を踏まえて、適切

な配置を進めることとしています。２ですが、管理職の採用・昇任に

ついて、多様な教職経験を有し、家庭、地域・社会と連携・協働して

教育目標の実現のために活力ある学校運営を行い、指導力を発揮でき

る人材を選任することとしています。さらに、女性管理職の採用・昇

任に努めることとしています。３ですが、新規採用者について、近年

採用者数が増加している状況も踏まえ、計画的な配置を行うこととし

ています。最後の４ですが、地域間、学校間等における人事交流を積

極的に推進していきます。こうした方針に基づき、人事異動を進めて

いきたいと考えています。なおこの異動方針は、来月中旬に全ての公

立学校の教職員に、周知することとしています。以上でございます。 

 

 ただいま、教職員課から報告事項３について説明がありましたが、 

意見、質問はありますか。 

 

 特に昨年度との変更点等はあるのでしょうか。 

 

 昨年度から大きな変更点等はございません。 

 

 それでは、報告事項３については、以上のとおりとします。 

続いて報告事項４について、引き続き、教職員課から説明をお願い

します。 

 

 続きまして、同じ資料５８ページを御覧ください。「令和６年度山

口県立学校職員（船員）採用候補者選考試験の実施」について、説明

させていただきます。 

本年度は、大津緑洋高等学校の船員の選考試験を実施することとし

ております。実施要項につきましては、去る１０月１１日に発表する

とともに、関係機関に送付し、県教育委員会のウェブページにも掲載

したところですが、ここでは概要を示した５８ページの資料を用いて

説明させていただきます。選考職種については「技師（司厨員）」、

採用見込者数は、１人としております。職務の概要は、山口県、福岡

県、長崎県が３県で共同運航している実習船「海友丸」の船内におけ

る調理等を行う司厨員業務であります。任期については、令和６年４

月１日から１年間とし、５年の範囲内で更新できるものであります。

任期付きとした理由は、求められる資格を有する人材の確保が、全国
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高校教育課長 

 

 

 

 

 

 

的に厳しい状況にあることから、年齢制限のない任期付きでの採用と

したところです。受験資格につきましては、資料にお示ししたアから

ウのとおりです。この試験結果等をもとに、人物を重視した選考を行

い、来年１月１２日に採用候補者名簿登載予定者を発表することとし

ております。以上、報告させていただきます。 

 

 ただいま、教職員課から報告事項４について説明がありましたが、 

意見、質問はありますか。 

 

それでは、報告事項４については、以上のとおりとします。 

続いて報告事項５について、高校教育課から説明をお願いします。 

 

報告事項５、令和６年度山口県立中等教育学校及び中学校入学者選

抜実施要領等について御報告いたします。資料は６２ページからとな

ります。入学者選抜に関する大綱につきましては、６月の教育委員会

会議で御報告し、７月に公表しておりますが、６３ページ以降にお示

ししております「県立下関中等教育学校及び高森みどり中学校の入学

者選抜実施要領」及び「入学者募集要項」並びに「選考検査問題の作

成方針」を、本日午前１０時に発表したところであります。それぞれ

の概要につきましては６２ページの１の枠囲みの中にお示しをしてお

ります。 

まず、実施要領につきましては、その要点を２の部分にお示しをし

ておりますが、応募資格、入学定員等を示したものです。次に、募集

要項につきましては、志願者が出願する際に必要となる事項をまとめ

たものであり、１１月４日に下関中等教育学校で、１０月２８日に高

森みどり中学校で開催します「入学者選抜説明会」において、受検願

書と併せて保護者等に配布することとしております。 

続いて、会議資料９３ページの選考検査問題作成方針についてです

が、これは「記述式の課題１及び記述式の課題２」の問題を作成する

に当たっての方針を定めたものであります。「資料をもとに考えたこ

と等を問う内容とする。」など昨年からの変更はありません。以上、

御報告申し上げます。 

 

 ただいま、高校教育課から報告事項５について説明がありました

が、意見、質問はありますか。 

 

 それでは、報告事項５については、以上のとおりとします。 

続いて報告事項６について、引き続き、高校教育課から説明をお願

いします。 

 

続きまして報告事項６、厚狭高校と田部高校の再編統合により、令

和７年度に設置する新高校のスクール・ミッションについて御報告い

たします。資料①の９４ページを御覧ください。 

 スクール・ミッションについては、すでに県内すべての公立高校等

で設定し、運用を開始していますが、このたび、厚狭高校と田部高校

の再編統合により、令和７年度に新高校を設置することに伴い、新高

校のスクール・ミッションを設定する必要がありますことから、学校
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の意見や新高校のコンセプトも参考に策定いたしました。資料の中程

には両校のこれまでの「めざす学校像」と「育てたい生徒像」を踏ま

えて設定したスクール・ミッションをお示ししています。両校のスク

ール・ミッションも参考にして作成した新高校のコンセプトについて

は、５月の本会議でも御協議いただいたところであり、新高校のスク

ール・ミッションにつきましては、新高校のコンセプトに基づき本課

で案を作成しました。その案をもとに、両校の学校関係者や地域の方

を含めた検討・協議を行い、そこでの御意見を踏まえた上でスクール

・ミッションを設定いたしましたので御報告申し上げます。 

今後、両校の開校準備委員会において、このたび設定したスクール

・ミッションに基づき、新高校のスクール・ポリシーを策定すること

としています。以上、御報告します。 

 

 ただいま、高校教育課から報告事項６について説明がありました

が、意見、質問はありますか。 

 

両校の関係者との会合があったということですけども、大体何回ぐ

らいされて、そういうところで何か要望とかがここに反映されている

と思うのですが、そのときの様子が分かれば教えてください。 

 

今年度当初から、両校の教員を中心にした開校準備委員会、そこの

中では教育課程について主に検討が進められているところでございま

す。それに加えまして、各学校学校運営協議会等を活用しながら、こ

のスクール・ミッションについてこの方向性で良いかという協議が進

められたということでございます。何回かということは今申し上げる

ことはできませんけども、複数回定期的に会合をもって、教育課程や

学校の方向性について協議が進められているところでございます。 

 

 それでは、報告事項６については、以上のとおりとします。 

続いて報告事項７について、学校安全・体育課から説明をお願いし

ます。 

 

報告事項７、「令和４年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導

上の諸課題の現状について」資料①の９５ページに掲載しておりま

す。この状況につきましては、本県の状況を１０月６日に発表してお

りますので、その概要について御説明いたします。 

 発表項目は、暴力行為、いじめ、小・中学校の不登校、高等学校の

不登校、高等学校の中途退学です。なお、お示ししている本県のデー

タは、２の調査対象にありますように、全て国公私立学校の合計にな

りますので御留意ください。 

 資料９６ページ（１）を御覧ください。暴力行為についてです。山

口県における発生件数は８２５件で、令和３年度に比べ９０件増加し

ています。児童生徒千人当たりの発生件数は６．２件であり、令和３

年度に比べ０．７件増加しております。形態別では、「生徒間暴力」

が最も多く、「対教師暴力」、「器物損壊」、「対人暴力」と続いて

おります。  

 次にいじめについてです。９７ページ（２）を御覧ください。いじ
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めの認知件数は３，８６７件と、令和３年度に比べ３３０件減少して

います。また、児童生徒千人当たりの認知件数は２８．８件であり、

令和３年度と比べて２．２件減少しております。いじめの態様につい

て、それぞれの校種で「冷やかしやからかい、悪口や脅し文句」が最

も多く、２番目に多い態様は、小・中・特別支援学校では「軽くぶつ

かる、遊ぶふりをして叩く、蹴る」、高等学校では「パソコンや携帯

電話で、誹謗・中傷や嫌なことをされる」となっています。また、令

和２年度から公表されていますが、いじめ重大事態の発生件数は１８

件であり、令和３年度に比べ８件増加しています。児童生徒千人当た

りの発生件数は０．１３件で令和３年度と比べて０．０６件増加して

おります。 

次に、小・中学校の不登校についてです。９８ページ（３）の①を

御覧ください。不登校児童生徒数は、３，０３３人と、前年度に比べ

て４３０人の増加となっております。児童生徒千人当たりの不登校児

童生徒数は、３１．１人と令和３年度から４．８人増加しています。

校種別では、小学校は１６６人の増加、中学校は２６４人の増加とな

っています。小学校不登校の要因について、「無気力、不安」が多

く、次に「生活リズムの乱れ・あそび・非行」、「親子の関わり方」

の順となっています。中学校不登校の要因について、「無気力、不

安」が多く、次に「生活リズムの乱れ・あそび・非行」、「いじめを

除く友人関係をめぐる問題」の順となっています。 次に高等学校の不

登校についてです。９８ページ（３）の②を御覧ください。不登校生

徒数は３４５人と、前年度より３人の減少となっており、児童生徒千

人当たりの不登校児童生徒数は、１１．４人と前年度から０．２人増

加しています。不登校の要因については、「無気力、不安」が多く、

次に「生活リズムの乱れ・あそび・非行」、「いじめを除く友人関係

をめぐる問題」の順となっています。  

続きまして高等学校の中途退学についてです。９９ページ（４）を

御覧ください。県内の中途退学者は、３７１人と、前年度に比べ１１

人の減少となっており、中途退学率は、令和３年度と同様となってお

り、これは全国と比較して低い水準となっています。中途退学の理由

としては「進路変更」が最も多く、次いで「学校生活・学業不適応」

となっています。なお、発生件数の推移等の詳細については、１００

ページ以降の資料にお示ししておりますので御覧おきください。令和

４年度の調査では、令和３年度に引き続き、新型コロナウイルス感染

症によって学校や家庭における生活や環境が大きく変化し、児童生徒

の行動等にも大きな影響を与えていることがうかがえます。一方、新

型コロナウイルスの感染症に関する様々な状況は、全国的にみれば都

道府県や市町によって異なり、地域によって大きな差があると考えら

れます。よって全国と山口県あるいは山口県内の市町を単純に比較し

ての分析は難しいところではありますが、不安や悩みを相談できない

児童生徒がいる可能性や児童生徒の不安や悩みが従来とは異なる形で

現れたり、一人で抱え込んだりする可能性があることも考慮する必要

があると捉えています。コロナ禍で拡大している諸課題への解決に向

けまして、資料の９９ページ（５）にありますように、引き続き、周

囲の大人が児童生徒のＳＯＳの早期発見に努め、コミュニティ・スク

ール等の連携・協働体制も活用することで、学校・家庭・地域による
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組織的な対応あるいは、スクールカウンセラーやスクールソーシャル

ワーカー等の外部専門家や、児童相談所等の関係機関と繋がって対処

していくこと等、生徒指導上の諸課題の解決に向けた取組を進めてま

いります。 

 

 ただいま、学校安全・体育課から報告事項７について説明がありま

したが、意見、質問はありますか。 

 

問題行動と不登校、今全国的に増えているということなのですが、

やはり新型コロナとかの影響もあるのでしょうけど、子どもたちのス

トレス感というか、ストレスレベルが全体的に高まっているのかなと

思われますので、何か対策や対応ができないのかなと思います。コロ

ナとかそういった影響があるのでしょうけども、何か具体的な対応を

見つけていただけたらなという感じはしています。それと、不登校の

方も、近年では学習の多様性が認められる状況も出てきているのです

けども、自主的に学ぶ状況をもてる児童生徒というのは一部だと思い

ますので、やはり不登校児童生徒については学びの機会の確保が必ず

必要ではないかなと思っております。全国的には、高校とかは通信教

育を選ぶ子どもも増えてきていると聞いてはいるのですけども、ただ

これも子どもたちにとって通信教育が本当にベストなのかと思うと、

選択肢がない中でベターだから通信教育を選んでいらっしゃるという

感じもしますし、こちらも現在の子どもたちの状況に合った形、どう

しても子どもたちが成長していったら、将来、社会への接続や参画と

いうのが必ず必要になってきますし、そちらを後押しできる教育シス

テム、どんなものがあるのか、ＩＣＴであったり、山口県だったら多

部制の高校の設立もありましたけれども、そういった受け皿になる教

育システムが必要なんじゃないかなと感じております。 

また、先日田布施中学校を視察に行ったのですけれども、家庭教育

支援の一環として、おそらくステップアップルームだと思うのです

が、そこでは地域の大人の方が、近所のおじさんおばさんですね、教

室に行って教室に入れない子どもたちと話をする、話をしなくても時

間を共有することで効果があったという話も聞きました。居場所を作

ることで教室に戻れたのかなと、子どもたちにとっては社会にも当た

る、教室に接続できるという働きかけが、そういう形でできるのであ

れば、それも一つの手法なのかなと思いますので、その辺りいろいろ

な方法を模索しながら、諦めずにじっくりと対応する必要があるんじ

ゃないかなと、この問題については感じております。一つ、取組のほ

どよろしくお願い致します。 

 

３点ほど質問があったと思います。まず１点目ですが、ストレスの

レベルが高まっていることの対策という話でしたけども、先程９９ペ

ージの本県の主な取組のところで、生徒指導上の諸課題の解決のため

には、タイトルに書いてありましたように、アの発達支持的生徒指

導、イの課題予防的生徒指導、ウの困難課題対応的生徒指導、場面場

面あるいは生徒の状況に応じた指導が必要だと思っています。今お話

のあった全体の児童生徒のストレスの高まりに関しましては、やはり

アの部分、発達支持的生徒指導が重要ではないかと思います。安全で
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安心な居場所になる、いじめとか暴力行為は許さないような学校づく

りとか、魅力がある学校づくり、学校に行きたいと思えるような学

校、あるいは分かりやすい授業の工夫、そういった事を何よりもやる

必要があるのではないかなと思っています。そのような中で、さらに

不安が高まるＳＯＳを発信した時には、そのＳＯＳを受け取る、不安

を拭う等の対応を行う必要があると思っているところです。 

２点目ですけれども、不登校生徒の特に中学校卒業後の進路の話を

していただいたと思っています。高等学校においては、先程お示しも

ありましたように、通信制や多部制など様々な学校が受け皿をしてい

ると言われまして、中学校でもどこの学校が良いのかというふうなキ

ャリアや進路教育を充実して取り組んでいただいていると思っていま

す。その結果として、高等学校における不登校や中途退学について

は、適切な進路指導がなされた結果、全国的に見れば低い状況がとれ

ているのかなと思っています。そのような中でもやはり進路が上手く

いっていない児童生徒もいると思いますので、中学校におけるキャリ

ア教育については一層取り組んでいく必要があるのではないかと考え

ています。 

３点目ですけれども、ステップアップルームについてご紹介いただ

きました。今年度、県内２２校の中学校においてステップアップルー

ムを設置して、そこに専属の教員を配置しているところです。その学

校の状況に応じて、それぞれの学校の生徒の状況に合った工夫がなさ

れているところでありまして、御紹介いただいたその中の取組の一つ

として、学校によっては地域の人と会う機会を設けているという状況

にあります。教室に入りづらくて、別の教室であれば学校に通えると

いう生徒の居場所にはきちんとなっているのかなと思っています。ま

たそこでは、自習ではありますけれども、生徒も学びを深めている状

況もあります。先程御指摘がありましたように、居場所づくり、生徒

の学びを止めないということは不登校の生徒にとって非常に大切だと

思っておりますので、引き続き教育の充実を図っていきたいと考えて

います。 

 

ステップアップルームの件なのですけれども、先日学校運営協議会

でその話題が少し出たのですが、その学校にもステップアップルーム

が設置されていて、なかなか教室に入れない子がそこのステップアッ

プルームを活用して、その子にとってはとても居心地の良い場所にな

っているという話は聞いたのですが、そのステップアップルームの居

心地があまりにも良くて、そこに生徒が今後増えるんじゃないかとい

う話題になりました。本当は静かに教室の中で、大勢の中でいられな

い子がそういう所を利用する目的でもあると思うのですが、そこに人

数が、子どもたちが増えてしまって、本来静かに落ち着いてそこで勉

強したい子が、今度そこのステップアップルームから居られなくなる

んじゃないかなと、違う所に行かなきゃいけないんじゃないかなって

いう、そういう委員さん達の話も出て、本当にいろいろ課題が出てく

るだろうなって思うんですけれども、そういった１個１個の課題に県

としても耳を傾けていただいて、じゃあこういう場合はこうしたらど

うですかっていうアドバイスなりを県の方からいただけたらなと思い

ます。また、やはり先生の数が足りないので、人数の確保の事ですと
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か、そういうところもやはりもっと相談に乗っていただきたいよねと

いう話が委員の中で出ました。それで話が変わるのですけれど、オの

学びの多様化学校の設置という項目があるのですが、ここをもう少し

詳しくお聞きしたいなと思いました。 

 

 まず１点目のステップアップルームの話なんですけれども、今お話

を伺いながら、私も高等学校の教員なので、以前、保健室にいろいろ

な生徒が居て、本来保健室にいるべき生徒がいられなくなるなという

話は１０年、１５年前にあったなということを思い出したところであ

ります。おっしゃるように、本来そこで居場所が必要な生徒の学ぶ場

となるように、今年度始めた事業ですので、市町の教育委員会の指導

主事とステップアップルームの担当者を定期的にオンラインで情報交

換をして、より良いものになるようにしているところです。２点目の

学びの多様化学校、いわゆる不登校特例校ですけれども、もともと学

校は教育課程で何の授業を何時間やらなければいけないということが

学習指導要領で定められているのですけれども、その内容は取り扱う

のですけれども、授業時間自体を削減して、特別な教育課程を行うこ

とができる学校をいわゆる不登校特例校と呼んでいるところです。現

在、全国的にこの４月には２４校しかまだ設置されていないような状

況があります。一方、文部科学省の方では不登校対策の総合的な施策

をまとめたものの中で、いわゆる学びの多様化学校について、そうい

う指針を打ち出しているところです。本県においても設置の可能性に

ついて検討しているところでありまして、義務教育段階でございます

ので、市町教育委員会と県教委で構成しています不登校児童生徒支援

協議会という不登校の対策を総合的に検討、情報交換する場にしてお

り、その中でお互いの情報の共有等を行っております。その検討のた

めに県教委では本年の５月に不登校特例校２校の視察をしたという状

況です。 

 

 もともとそういった学校はあるんですか。 

 

 全国ではあります。他県にあります。 

 

県外の方に視察に行ったということですか。そういう学校を山口県

でも作るという可能性があるということでしょうか。 

 

 それについて今、検討しているというような状況です。 

 

 素朴な疑問というか、不登校やいじめという心が痛くなることなん

ですけれども、９８ページの要因について、全国の状況の中で、小学

校の不登校の要因が「無気力、不安」が多いとなっていまして、ここ

に私、衝撃を受けているんですよね。数が多いから難しいのかもしれ

ませんが、小学生のときに無気力になったりするってことはいろんな

要因があると思います。できたらここは手厚い施策等考えていただい

て、個別のケースがあると思いますので、何かしら施策を考えてもら

えたらなと思います。小学校で既に無気力とか精神的な要因で不登校

になるというのは、将来的にもなかなか難しいですし、学業の遅れと
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かももちろん想定して、どんどん社会に出づらくなって中学校に上が

ってもまた人とのコミュニケーションをとりづらい状況になってしま

うと思いますので、ぜひここは力を入れて努力していただけたらなと

思います。 

 

小学生の「無気力、不安」という状況ですが、今お話がありました

ようにその背景には学校の事、家庭の事、それ以外の事、様々な要因

が考えられます。当然学校でもそれに対応しているところですけれど

も、９９ページのウの所にありますように、心の専門家であるスクー

ルカウンセラー、環境の専門家であるスクールソーシャルワーカー、

こういった方への相談が全ての学校でとれるような体制となっていま

す。そういった一人ひとりの状況に応じた支援ができるように今後と

も取り組んでまいりたいと思っています。 

 

 コロナ禍の中で外に出て運動できないという状況もありますし、そ

れこそ家庭の中での環境についても、人と人との接触をとりづらくな

っている中で、自分で閉じこもって無気力になってしまったり、社会

に対しての不安を抱える小学生も少しは増えたのではないかと捉えて

おりますので、その点に関しては先程言いましたようにスクールカウ

ンセラー等が個別にですね、しっかりとフォローしていくような形で

対応していきたいと思っております。 

 

そういった諸課題の解決に向けた取組という所で、気持ちの状態が

良くない子どもに対してのフォローとかケア、そういったものが多い

んですけれども、教育として一つできるかなというところは、やはり

分かりやすい授業の工夫かなと思います。この間、スクールウォーズ

のモデルになった学校でそういう立て直しに関わられた先生の話を聴

いたんですけれども、授業が分かるようになってきたら、ものすごく

荒れていた子どもたちの顔が笑顔になったと言っておられました。や

はり分かりやすい授業をじっくり進めるというのも一つの大きな対策

なんだろうなという感じもしますので、先生の力を大いに期待したい

と思います。 

 

よく学校の視察に入らせていただいたりして、席が空いてるなと、

ときどき目にするのですが、中学校なんかに行くと１クラスに２人く

らいは不登校の子がいるくらいの比率になってるんじゃないかなと思

っています。高校になると専門学校をはじめ、自分で選んで行く学校

が多いと思うので減ってるのかなと思うのですが、小・中で不登校に

なるきっかけになりやすい学年とか時期とか、対策を考える上でそう

いったものはあるのでしょうか。 

 

不登校の生徒の比率なんですけれども、中学２年生が１位になりま

す。小学１年生からどんどん増えていって、中学１年生になったら一

段と増える、中１ギャップなんかもあります。中２がピークで、中３

は進路の話が出てくるようになると思いますので、若干減るような状

況になっています。やはり先程話がありました、授業が分かるとか、

目標がもてるとか、そういった前向きなことがあると児童生徒が学校
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に足が向かうのかなと考えておりますので、そういったことを含めて

学校と組織的に取り組んでいく必要があると思っています。 

 

９９ページの課題予防的生徒指導の所にある、中学校及び高校の入

学前後における教育相談体制の充実という所、この辺りの年代で不登

校が多くなっているということなので、入学前にカウンセラーがしっ

かり個別に調査したりとか、内容を確認したりして学校に行けるよう

な体制をとっています。これは今年度から行っている取組です。 

一つ私のほうからも聴きたいのですが、９７ページのいじめの状況

の山口県と全国の状況を見ると、すごい対照的だと思うんですね。小

・中・特支について、全国では増えているのですけれども、うちの県

では認知件数は減っていると、その辺りの状況についてどう分析して

いるのか教えてください。 

 

全国的にはいじめが今年度過去最多となっている中で、教育長の話

にもあったように、山口県は減少している状況があります。全国的に

見たときに大体３分の１ぐらいの県は減っていて残り３分の２が増え

ている状況です。県内においても増えている市町もありますし、減っ

ている市町もあります。全体的に見たら山口県では減ったという状況

にあります。いじめのピークは小学２年生が、不登校は中学２年生な

んですけども、いじめのピークは全国的に見ると小学２年生がピーク

になっています。学年別のグラフを作っておりまして、１年より２年

の方が増えてそこから急激に減っていくようなグラフになっていきま

す。人間関係上のいろいろなトラブルの表出の仕方がいじめの結果に

表れている状況です。今が全国の状況でございます。それと比較して

みると山口県が減ったのは小学校の低学年の取組が上手くいったので

はないかなと考えているところです。一方いじめは多い少ないという

よりは、きちんといじめは認知すべきということが重要ですので、数

が減ったのは認知できていないということにならないように、子ども

たちのＳＯＳには敏感に対応できるように、また学校には働きかけて

いきたいと思っています。 

 

 それでは、報告事項７については、以上のとおりとします。 

続いて、協議事項に入ります。協議事項１について、まず教育政策

課から説明をお願いします。 

 

 それでは協議事項１、公立大学法人山口県立大学からの附属高等学

校の設置に関する要望への対応について、始めに教育政策課から県立

大学の要望に係る経緯や要望の内容等について説明し、その後、高校

教育課から附属高校設置に関する要望への対応について説明させてい

ただければと考えております。 

 資料の説明に先立ちまして、本協議事項に関する対応の経緯等につ

いて説明をさせていただきます。去る９月２１日、県立大学から周防

大島高校を附属高校としたい旨の要望を受けました。県立大学附属高

校の設置に関しては、本県では初めてのことであります。時期的に

は、９月定例県議会が開会中でしたので、教育庁の関係課が連携し、

本会議や文教警察委員会での質問に対応をいたしながら、県教委とし
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て、県立大学からの要望に対してどのように判断をするのか、検討を

進めてきているところです。このうち、県立大学の附属高校への期待

や、周防大島高校との親和性などについては、県立大学の調査結果だ

けでなく、県教委としても更に調査を深め、確認をしていく必要があ

ると考えております。また、設置者変更の方法については、年次進行

とするか、一斉変更とするのかは、県教委と協議の上決定したいとさ

れています。この件については、仮に開校が目標年度の令和８年度と

すると、一斉変更を選択した場合、令和６年度に周防大島高校に入学

する生徒が３年生に上がるときに附属高校生となることから、県教委

としても方向性を定めた上で、要望を受け入れるかどうかの判断をす

る必要があると考えていますが、県立大学の意向を踏まえた協議等も

これから更に進めていくところです。 

 こうしたことから、本日は県教委としての要望受入の判断について

の議案という形ではなく、県立大学の要望経緯と要望内容の御説明、

また、附属高校設置に関する要望への対応について、現時点の検討状

況等を説明させていただいた上で、様々な御意見などをいただければ

と考えております。 

 それでは始めに、附属高校の候補校の決定、県教委への要望に至る

経緯について概略を説明いたします。資料①の１０３ページ以降が該

当となりますが１０４ページを御覧ください。この資料は、来る９月

２１日、県立大学が県教委に要望に来られた際に、県立周防大島高校

が候補校に決定するまでの経緯を説明するために作成、持参された資

料ですので、この資料を使って説明をいたします。 

１０４ページの下段を御覧ください。こちらは資料全体のポイント

となる内容です。県立大学では、高大連携をさらに進める観点から令

和５年３月に附属高校の設置方針を公表するとともに、外部有識者等

で構成する検討協議会を設置されました。そして５回にわたる協議会

での検討を経て、周防大島高校を県立大学の附属高校の対象校とし、

令和８年４月の開校を目指すとの協議会案が決定されました。その後

県立大学の理事会において、必要な手続きを今後進めることが決定さ

れたところです。周防大島高校を対象校として決定した理由について

は、枠囲みの中に記載してあるとおり、高校と大学の間の教育的つな

がり、地域課題の解決等に向けた取組の実施状況、県外流出の防止に

向けた効果を挙げられています。 

 １０５ページ上段を御覧ください。附属高校の設置の趣旨です。ま

ず、県立大学が目指すものとして４つの教育理念のもとでの人材の育

成とともに、「地域貢献型大学」として、若者の県内定着や地方創生

の実現に取り組み、地域とともに未来を切り拓いていく大学を目指す

とされています。また、附属高校に期待するものとして、高校、大学

７年間の一貫した教育理念のもと、未来の山口県を担い活躍する人材

を育成すること、また、大学教育にも直接触れながら、地域・社会が

求める分野横断的な広い視野を持って課題解決に挑戦することの意義

を理解してもらうこととされています。またこうしたことを通じて、

県立大学に入学した学生には、附属高校での経験に基づいたリーダー

的役割の発揮、また、附属高校以外から入学した学生への挑戦する意

識の浸透といった効果も期待されているところです。 

 続いて、１０５ページ下段から、これまでの検討状況が整理されて
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います。御覧のとおり、５月の第１回目の協議会で、高校の新設では

なく、既存の高校の設置者変更で検討を進める方向性を確認されまし

た。そして、建学の精神を持つ私立高校は対象から除外し、県立高校

について俎上にあげた上で、絞り込みを行いつつ、１０６ページの上

段に移りまして、第４回の協議会からは、その時点の高校の教育活動

と、県立大学の教育とのマッチングの視点で検討を進められました。 

そして、最終的に、下段に表が掲載されているように、様々な教育活

動と、大学の全ての学科につながりがあることや、上段に戻って、地

域課題の解決に向けた取組も盛んに行われている周防大島高校を選定

されたところです。また、開校時期は、令和８年４月を目指すべきと

決定されました。１０７ページ上段を御覧ください。検討協議会の概

要をお示ししております。下段は、周防大島高校の特色を改めて整理

した資料でございます。 

続きまして、県立大学の要望の概要について説明いたします。１１０

ページを御覧ください。公立大学法人山口県立大学附属高等学校の設

置について、という県教委あての要望書です。要望文の中では、先ほ

ど説明いたしました、附属高校の設置の趣旨、大学が目指すものや附

属高校に期待することなどを示されています。その上で、検討協議会

の検討の経緯とともに、附属高校を設置者変更により設置したい旨を

示されているところです。具体的な要望事項としては３点あり、県立

大学として、附属化の候補校を周防大島高校としたこと、開校時期は

令和８年４月を目標としたこと、設置者変更の方法については令和８

年度以降入学する生徒から年次進行で附属高校とするか、令和８年度

に入学する生徒及び在籍している生徒を含め一斉に附属高校とするか

は、県教委と協議して決めたい、というものです。当課からの説明は

以上です。 

 

続いて、高校教育課から説明をお願いします。 

 

続いて高校教育課からは、周防大島高校の設置者変更の可否につい

ての検討の観点や周防大島高校で現在行われている教育内容等につい

て説明します。資料１１１ページの「１ 設置者変更の可否について

の検討の観点」を御覧ください。 

 設置者変更の可否を検討するに当たっては、１にお示しした二つの

観点を主として検討する必要があると考えております。まず、山口県

立大学において、附属高校の候補校を周防大島高校に選定した理由と

して、先ほど教育政策課長からの説明にもありましたが、県立大学と

の教育のつながり、人材育成の観点、県外流出の防止等が挙げられて

いるところですが、それらの理由に妥当性があるのかという視点に立

って検討を進めていきます。 

 次に、県立大学の附属高校となることにより、周防大島高校で実施

している地域連携や高大連携、環境教育等の取組が充実していくかと

いう観点からの検討も必要と考えます。資料の中ほどに現在、周防大

島高校で取り組んでいる教育内容についてお示ししておりますので説

明します。 

 周防大島高校は①でお示ししているとおり、普通科と地域創生科の

２つの学科を設置した高校であり、それぞれの学科・コースで特色・
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魅力ある取組を実施しています。例えば、学科共通の学校設定教科

「地域創生」において、周防大島を舞台にフィールドワークを実施し

ており、その中で、地元の文化財保護委員とともに、歴史探訪を行い

ながら周防大島の歴史を知るであるとか、防災アドバイザーの指導の

下、地元の災害について知り、災害対策を考える等、生徒が主体的に

地域のことを知り、地域貢献に向けて取り組んでいるところです。ま

た、普通科の特別進学コースでは、地方創生のアイデアを出し合う内

閣府主催のコンテストへの参加や、環境コースにおいては、島内外の

研究機関と連携し、ニホンアワサンゴの生態を飼育しながら調べたり

するなど、生徒自らが地域の課題を発見し、その解決に向けて取り組

んでいます。地域創生科の福祉コースにおいては、介護職員初任者研

修修了資格が取得でき、さらに福祉専攻科に進学することで、介護福

祉士国家試験資格も取得することが可能です。また、ビジネスコース

においては、地元の経営者から指導を受けながら商品開発に取り組む

など、ビジネスの実践的な学びを展開しています。周防大島高校で

は、こうした学科の学習に加え、島の豊かな教育資源を活用した様々

な活動や多様な人々との交流を通して、教科の学びだけでは得られな

い豊かな学びを子どもたちに提供しています。②にお示ししている、

地域循環共生圏づくりプラットフォーム、こちらは資料の「※」にお

示ししておりますとおり、環境省の事業として採択されている取組で

ございます。学校とＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニングが連携し、地域課題

解決に資する次世代の担い手を育成する取組を推進することとしてい

ます。 

また、１１２ページ③でお示ししているとおり、グローバルな視点

で地域・社会に貢献できる人材を育成するため、ハワイのカウアイ高

校との交流やハワイ語学研修旅行を実施しています。さらに、地域の

小・中学校との連携を推進するため、④でお示しししている、島内中

学校との連携型中高一貫教育を実施し、「郷土おおしま」発表大会や

交流授業などをとおして、中学校と高校の教員・生徒の連携を深める

とともに、小・中学校・県立大学と連携したイングリッシュセミナー

や小学生対象の学習会など、校種を越えた多様な交流を行っていま

す。また、⑤でお示ししているとおり、全国から生徒を募集してお

り、全国の仲間と共に学ぶ機会を得ることができる学校となっていま

す。さらに、⑥でお示ししているとおり、周防大島町及び山口県立大

学と包括的連携協定を締結しており、高校生と県立大学生が協働して

アロハシャツを作製する「アロハ・プロジェクト」や、「島じゅうキ

ャンパス」チャレンジ＆エコツアーの企画・熟議など、高校生と県立

大学生が触れあう場を積極的に作り出しています。こうした周防大島

高校の教育内容が、県立大学の附属高校となることで更に充実し、子

どもたちにより質の高い教育を提供することにつながるのかという観

点からも検討を進めていきたいと考えています。なお、「２ 方針決

定後、県立大学と協議する課題」にお示ししているとおり、設置者変

更することによって生じることとなる学校運営上の諸課題を整理する

必要があると考えており、設置者変更の方針決定後に、教員配置や入

学者選抜の在り方等について、県立大学・県教委の関係部署と協議し

ながら検討してまいります。 
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 ただいま、教育政策課、高校教育課から協議事項１についてそれぞ

れ説明がありましたが、意見、質問はありますか。 

 

今回その話を聴いたときに、県立大学からプロポーズを受けたとい

う感じを受けました。確かに周防大島高校は非常に多様な取組を実施

して、他の県立高校と比べると、一歩も二歩も踏み込んだ取組をして

いる学校であるのは間違いないと思っております。逆にそうやって今

まで取り組んできた内容が県立大学の附属高校になることで更に伸び

るのか、それともしぼんでしまうのかというところを少し考えてしま

います。更に伸びるのであれば県立高校の間にいろいろな取組をして

きましたから、それが今まですごく結果が出てるわけじゃないんです

けれども、花ひらく要因になるのかなというのであれば良いことです

し、なんかいろいろ取り組んできたけれどもしぼんでしまうんだった

ら、今までやってきたことが無駄になってしまうなっていう感じもも

っております。そこで実際に周防大島高校がそういう県立大学からア

プローチを受けたと、「あなたのところがいい」と言われてどのよう

に感じられていらっしゃるのか、在学していらっしゃる生徒がこの先

どのような夢が膨らむだろうか、どのような方向性が見えてくるんだ

ろうかというところを期待しているのか、どうなのかというところが

やはり気になります。それとあとは大学の方も、単純に附属高校を作

ったらいいかなという形ではないと思うんですけれども、どれくらい

の意気込みでこういった多様な取組をしてきた周防大島高校を附属高

校にしようと思っていらっしゃるのか、これから先どのようなところ

にもっていきたいのか、そういった意気込みや覚悟というか、そうい

ったところを確認してからじゃないと納得しないなっていうそんなと

ころがあります。 

 

９月２１日に私が直接岡理事長から要望書を受け取ったわけですけ

れども、岡理事長さんの想いというのは、それこそ先ほど教育政策課

長から言われたように、資料の３のところに書いてありますが、高大

７年間、高校３年、大学４年の一貫教育を基に、山口県の未来を担う

人材、これをきちんと育成していきたいんだと、それが少子化に歯止

めをかける、県外流出に歯止めをかける、そういったことに繋がるん

だという強い想い、熱意を直に感じております。そういった意味では

今回の県立大学附属高校の要望について、私としては前向きに周防大

島高校が更に教育環境が充実していくと捉えていけるのではないかと

受け取っております。そういった意味では教育委員さんにも今日議論

の場に入ったわけですが実際に県立大学に赴いていただいて、きちん

と想いを聴いていただくというのも一つあると思いますし、また実際

に周防大島高校に行っていただいて、周防大島高校の生徒、それから

地元の方々がどういった想いをもってるのかというところをしっかり

聴いていただくというのが一つあるのではないかと思っています。そ

ういったことをこれから計画していけたらなと思いますが、どうでし

ょうか。そういった学校視察でありますとか、県立大学でのヒアリン

グとか、その辺りを計画していけたらなと思っております。 

 

先ほど佐野委員さんも言われたのですが、今の段階で周防大島高校
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の生徒さんであったり、地域の方達はどう思われているのでしょう

か。例えば今日私達がいろいろ話を聴いているみたいに話をしていく

機会が今まであったのか、そういう生徒さん達の想いとかを全く聞か

ないままにこの話が今進んでいってるのかっていうのがちょっと気に

なります。 

 

まだ県教委としてそういった意見は聞いていないんですけれども、

最終的に附属高校の対象校を絞り込む際に県大の方で地元の方に赴い

て、全員ではないんですけれども教育の関係者であるとか、それから

地元の町の関係者であるとか、そういった皆さんに趣旨とかも説明さ

れて、御意向を聞かれているところです。それによりますと、非常に

良いことだということで前向きに受け止めておられると聞いておりま

す。学校の方には、県立大学を通じてお知らせをされているという状

況ではあります。 

 

地元の方も好意的にというか、ありがたい話だということで聞いて

おります。 

 

私は周防大島の隣で暮らしておりますが、周防大島のことは全て分

かってるわけではありませんけれども、例えばマラソン大会やサイク

リング大会に出たりとか、現地のセミナーに参加したとき、島の方々

というのは年齢や性別を問わず、変化を受け入れる方々というか、そ

ういうのは隣の市に住んでいてよく感じます。ですから今回の件につ

いては、佐野委員さんの言葉を使うと、プロポーズに関しては非常に

可能性があるというか、より一層広がる魅力的な提案ではないかと個

人的に思います。ただ資料の中で控えめに県外流出の防止とあります

が、私は県外流入の拡大という視点、そういったせっかく今の周防大

島高校のポジションを活かすのであれば、県の端の位置になりますけ

れども、そういった今の周防大島高校のポジションの学校がより輝く

ことで、県東部の学校をはじめ県内の高校にも少なからずよい刺激が

あるような気がしますし、これがいろいろ検討していく段階では諸問

題や、先ほども学校のスクール・ポリシーの話もありましたが、そう

いう事も踏まえてよく聴いて、上手いことになればいいかなと思いま

す。今いらっしゃる生徒さんの意志を尊重はしながらも、やはりそん

な悠長に考える時間は逆にないと思いますので、急いだ方が良いので

はないかなと思っております。 

 

他の方も言われてますように、全国的にはこういった魅力的で全国

から生徒を集めることができる学校をときどきみかけますが、周防大

島高校も県立大学の附属化になることで、周防大島高校がさらに魅力

的な高校になることで全国から生徒を集められる、そういった可能性

をもっている高校ではないかなと思います。これまでいろいろなすば

らしい取組をされていたのはもちろんですが、さらに魅力的なものを

発展させていくためには、県立大学の附属化というのも非常におもし

ろい取組ではないかなと思っています。ただですね、今回提出してい

ただいた資料だけではなかなかそこが見えにくいものが正直ございま

して、例えば３年プラス４年の高大７年間の一貫した教育理念と言わ
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れているんですが、具体的なことがよく分かりません。その７年間の

教育課程がどのようになっているかもお伺いして、県内東部を含め全

国的にも分かるような形でもっとアピールしていくことが必要ではな

いかなと思いますし、そういうこともこちらとしてもお聴かせいただ

きながら、附属化して頑張っていただくことが、山口県のためにも周

防大島高校にもいいんじゃないかと思います。こちらも確信をもって

進めていけると自信をもたしていただきたいと思いました。そのため

にも周防大島高校と県立大学の話を聴きたいと思いました。 

 

思っている事は他の委員さん達と同じで、確かに今日のこの資料だ

けではわからないことが多いです。お願いとしては、周防大島高校が

これまで培ってきたものを更にパワーアップできるような取組にして

ほしいこと、あとは県立大学附属高校になったとして、偏差値とか教

育カリキュラムが変わったりして、学力がどう子どもたちに影響して

くるのかが心配です。また、今回初めてお聞きし勉強になりました

が、全国募集をされているということで、先ほど木阪委員が言われた

ように、県外から流入が増えるような取組を積極的に考えていただい

て、最終的には山口県のためになるような学校になればいいと思いま

す。県立大学からお話を聴かせていただく機会があるでしょうから、

その中で納得して進めていきたいと思います。 

 

もし、話が進んでいったらなんですけれども、移行期間について、

ただ運営上の課題を整理するだけでなく、移行期間の間に、県立高校

としてできることというのをアグレッシブに考えて、県立大学附属が

引き継ぐことになるわけですが、そこまでの間に、できるところを引

き上げていく、つまり取組を停滞させずにつないでいく、そしてそれ

よりも更に伸ばしていただく土台を作ってから引き渡す、そういう移

行期間にしていく必要があると思っております。県立大学附属化とい

う新しい取組ですが、それを山口県の高校の活性化や魅力化につなが

る一つのモデルケースという形で取り組んでみたらおもしろいのでは

ないかと思いました。 

 

今回の県立大学附属高校設置の要望の関係なんですけれど、県教委

にとっても、山口県にとっても初めての取組になります。今まで先例

がないので、そういった意味ではゼロからのスタートになっていま

す。また全国的にも３例目ということです。先例がない中で、岡理事

長は熱い想いをもってこれからの教育を充実させていくための一つの

取組として、附属高校の設置があるということで熱い想いを語ってい

ただきました。その辺りも含めて、県立大学の方へ赴いていただい

て、そこでお話をお聴きしたりしてほしいです。また、佐野委員さん

がおっしゃった県立高校として附属高校になるまでの間にもっと魅力

を高めていって県立大学附属高校につなげていく、そういった意味で

は、今、周防大島高校の大田校長が先頭に立って周防大島高校の魅力

化・特色化を全面に打ち出しているところです。そういった取組につ

いても、実際に現地に足を運んでいただくことが一番近道ではないか

と思っております。今日はこれまでの経緯でありますとか、附属高校

設置に関する要望への内容についての検討の視点についての説明があ
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りましたので、それを踏まえて、次回の教育委員会会議の間までに周

防大島高校の現地視察でありますとか、県立大学との意見交換の場、

これを教育委員との間で設けていきたいと思っておりますが、それで

よろしいでしょうか。そういった形で進めていきたいと思っていま

す。 

 

それでは、協議内容のとおりに進めていただきたいと思います。 

 次に、次回の教育委員会会議の日程について、教育政策課から説明

をお願いします。 

 

次回の教育委員会会議は、令和５年１１月２４日（金） 

午後２時を予定しております。よろしくお願いします。 

 

 

 


